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275　 　　 　 腰 椎骨塩量 に 対す る子宮頸 癌放射線

療法の 長期 的影響 に 関す る 検 討

276　　　 尿 中β一core 　fragment の 生化 学 的構

造 と腫瘍 マ
ー

カ
ーと して の 臨床 的 有 用性
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〔目 的〕骨盤 へ の 放射線療法は 短期的 に は 照 射部

の 骨質 量 に 少 な か らず影響を 及 ぼ す。我 々 は 子 宮

頸癌 で 放 射線療法 を 受 け た 患者 の 腰椎骨塩 量 を 測

定 し ， 長期的 に は どの よ う な影 響 を 及 ぼ し て い る

の かを同年令 の 正 常及 び 卵巣摘出を受 け た 婦人 と

ともに 比 較検討 し た 。　 〔方法〕 対象 は 子宮頸 癌で

放 射線療法 （外照射45〜50Gray ） を 受 け 照 射後 平

均 5 年 （3 〜 B年） を経過 し た 照射群 15例 （平 均

46士 2．4 才）， 外科 的去勢群 15例 （42．5 ± 4，6才），

及 び 同年代正常婦人 10例（43．0 土 7．3）を対象 とし

た 。骨塩 量 はDPA 法 （デ ュ ア ロ メ ッ ク ス
， 中外 社）

に よ り L3，　 Ls を測定 し，同時 に 放射 線 の 影響を 全

く受 けな い 橈骨骨塩 量 （RD ）を DEXA 法 （DCS
− 600，

ア ロ カ 社） で 測定 し た 。
こ れ ら の 結果 を L3 と L5

・ 変化 量 （L 、

一
・，）， 変化率 （

L
琵

L5
轡 重，肥

満指数 （BMD に よ り比 較検討 し た 。 　〔成績〕   正

常 ，卵摘 ，照 射 の 3 群と も L5 は L3 に 比 べ 有意 に

骨 量低下 を認 め た （P 〈 O．01）。ま た RD と L3は 3

群 とも高 い 相 関 （正 常群 ： R・− O、712，P〈 0．01，卵

摘群 ：0．542，p〈 0．05， 照射群 ： R − 0．703，　p＜ 0．01）

を 示した 。 RD と L5 は 正 常 ， 卵摘 の 両群 で各 々 低 い

相 関は 認 め た が ，照 射群 で は 全 く 認 め ず ，さ ら に

低値 を示 した。  照射 群 で は 正 常 ，卵摘 両群 に 比

べ 有意 に 変化 量 ， 変 化率 が 高 か っ た （P＜O．　01）。

  正 常 ，卵摘両 群 で は 変化率 と BMI に 相関 を 認

め た が ，照 射群 で は 認 め な か っ た 。 　 〔結論〕   正

常 ，卵摘 両群 で は L3 ，　 L5 及 び RD に 有意 の 相関を

認 め，BMI と変化 率 も相関 を認め た。  照射 の

影響 を最 も受け る Lsは 照 射後は L3 及 び RD と相

関 は な く低 値 を 示 し，放射線 療 法 が 骨 量 に 長期的

に 影響 を及 ぼ して い る こ とが 示 唆 さ れ た 。

【目的 】妊婦尿 中には hCG や遊離型 subunit と は 別

に hCG β 様免疫活姓を示す低分子量物質 （β
一

core

fragment
， β

一CF ）が大量 に 存在するが、最近 β一CF

が 非 絨 毛 細 胞性 の 癌 患 者 尿 中 に も高率 に 含まれ る

こ とが明 らか とな っ た 。 今回、β一CF の 腫 瘍 マ
ー

カ
ー

と し て の 臨 床 的有用 性 を検討す る と と も に 、そ の

生 化 学的 構造 を 分 析 し た 。【方 法 】   hCG β

分 子の CQre 部分 に 特 異的 な モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体

No229 を作成し、　EIA に 導入 して 高感度 β一一CF 測定

系を設定 した 。   各種 の 婦 人 科 疾患 患 者 の 血清、

尿中β一CF 濃度を測定 した。  妊婦尿中よ りβ
一CF

を抽 出精製 し、そ の 生化学 的 構造 を 分 析 し た 。

【成績 】  尿中β
一CF 濃度 O．2ng！m1 を cut ・

。ff 値 と

して 、各種疾患に お け る陽 性 率 を調 べ た 結果 、 子

宮 頸癌 31％ （51 ！166 ）、子宮体癌 40％（29！65 ）卵巣癌

62％（24！39）で あ った 。 同
．一一

症 例 で 測定 した 血清

SCC の 子宮 頸癌陽性率 は 26％、また血 清CA125 の 卵巣

癌陽性率は 67％で 、両者 とも尿中 β
一CF との 相関性

は低 く、combination 　 assay が有 用 で あ っ た 。 な お

子 宮 内膜症 の 偽陽 性 率は 11 ％（8 ／70 ）で あ っ た。

  調 べ た全 例の 血清中 で β
一CF は検出不能 （O．05ng！

ml 以下 ）で あ っ た。  妊婦尿 よ り純化 し た β
一CF は

35、38 個の ア ミ ノ 酸か ら成 る 2 本 の ペ プ チ ド鎖 が

S − S 結合 した 糖蛋 自 で 、それぞれ の ア ミノ 酸配列

は hCG β鎖 の N 末端側よ り6〜40残基 と55〜92残基

の 配 列と完全 に
一

致 した
。 また前者 の 8、25 番目 の

ア ス パ ラ ギ ン 残基 に は シ ア ル 酸 や ガ ラ ク ト
ー

ス を

欠 く複合 型 不 完全糖鎖が 結合 して い た 。 【結 論 】

尿中β一CF の 婦 人科癌 に お け る 腫瘍 マ
ーカ ーと し

て の 臨床 的 有 用性 を示唆 す る と と もに 、そ の 生 化

学 的 構造 を 明 らか に した 。
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